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今週、生活委員会があいさつ運動を行っています。やはり子供たち同士だと、あ
いさつを明るく返したり、アイコンタクトでにっこりしたりして、よい表情が見ら
れます。「子供たち自身で明るい学校生活をつくる」ことにつながる活動です。

● 生活委員会 あいさつ運動で明るく１日が始まります ●

韓国総領事館と韓国民団のご協力で実現した「韓国文化を学ぶ会」。ハングル
や韓国の衣食、学校生活などについて教わった後、K-POPダンスの体験をしまし
た。ILLITという韓国グループのダンスで、少し恥ずかしそうにしながらも楽し
んで体を動かしていました。未来を担う子供たちには、国と国の違いを意識せず、
互いのよさを認め合って生きていってほしいと願っています。今回のような学び
の機会は、きっと子供たちの将来につながると思います。

５年生・韓国文化を学ぶ会 国と国の垣根を越える機会に

２年生の子たちが生活科でオタマジャクシを飼っ
ています。月曜日、大きなたらいの中に入れておい
たオタマジャクシを、大きな歓声を上げながら捕ま
えて、飼育ケースの中に入れました。名前も付けて
１週間観察しています。オタマジャクシは足が生え、
尾が短くなってカエルになるという変化がおもしろ
いので、生活科の学習にはぴったりです。

２年生・生活科 オタマジャクシを飼育しています


